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設楽地域，津具火山岩類のフィッション・トラック
　　　　　　　　年代測定
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　Zircon fission-trackdating was carried out on an andesite flow of the Tsugu volcanic rocks, dis-

tributed in the eastern marginal area of the Miocene Setouchi volcanic belt. Applying the external

detector method to internal surfaces of zircon (ED1 method), an early Middle Miocene age (15.7±

0.6 Ma) was determined. The result is in broad agreement with previous K-Ar ages and we there-

fore conclude that the Tsugu volcanic rocks were formed by volcanic activityat about 15 Ma.

　　　　　　　　１．はじめに

　中新世瀬戸内火山帯(Tatsumi, 1983)の東端にあ

たる愛知県北東部から長野県南部にかけての地域（設

楽地域：図1）には，南北約40 km, 東西約20 kmに

わたる広い範囲に噴出岩と貫大岩が分布する。そのう

ち津具周辺とその北方に散在する玄武岩や安山岩の小

岩体群は一括して津具火山岩類（高田, 1987a)と呼

ばれる。津具火山岩類に属するいくつかの岩体につい

てはＫ-Ａｒ法による年代測定が行われ，約16～15 Ma

の年代が報告されている(Tsunakawa et al.,1983;内

海ほか, 1990;稲武町教育委員会, 1996)。しかしまだ

年代測定がなされていない岩体もあり，火山活動の年

代を正しく評価するには更なる年代データの取得と異

なる年代測定法によるクロスチェックが必要である。

筆者らは今回，フィッション・トラック（FT）法に

よる津具火山岩類茶臼山岩体の年代測定を実施したの

で，その結果を報告する。

　　　　　　　　２．地質概説

　設楽地域に広く分布する中新世火山岩類は一括して

設楽火山岩類(Shitara volcanic rocks: 斉藤, 1955)

と呼ばれる。設楽火山岩類は分布及び岩石学的性質か

ら設楽大成複合岩体(Shitara igneous complex: 高田，

1987b),大峠火山岩体(Otoge volcanic complex: 下

司, 2003),津具火山岩類(Tsugu volcanic rocks: 高

田, 1987a)と大きく=3つのグループに区分される。設

楽火成複合岩体と大峠火山岩体はいずれもコールドロ

ンの形成と火砕噴火を伴う火山活動によって形成さ

れ，活動末期に平行岩脈群（設楽中央岩脈群）や岩床

群の大規模な貫入があったという共通性がある（古

儀, 1983;高田, 1987b;下司, 2003)。ただし前者は流

紋岩とデイサイトの活動を主体とするのに対し後者は

アルカリ岩系の塩基性～中性岩からなり，岩石学的性

質は大きく異なる。他方，津具火山岩類は点在して分

布する複数の玄武岩～安山岩質小噴出岩体と貫大岩体

から構成され，コールドロンの形成を伴うような活動

で生じたとは考えにくく，前２者の活動とは活動様式

がかなり異なる。こうした相違があるものの，３グル

ープの活動年代はいずれも中期中新世の前半（16～

13 Ma頃）である(Tsunakawa et al.,1983;杉原・藤

巻, 2002)。なお，設楽火山岩類の噴出岩（火山岩層）

を指す場合，南設亜層群(Kato, 1962)という層序学

的な名称が用いられることがある。

　津具火山岩類は主に玄武岩と安山岩の溶岩からな

り，火砕岩や貫大岩を伴う(Kato, 1962;沢井・設楽

団体研究グループ, 1985;鈴木ほか, 1985;榊原ほか，

1り87）。噴出岩は先第三系基盤（領家花尚岩類と領家

変成岩類）及び下部中新統北設亜層群(Kato, 1962)

を不整合に覆う。津具南西部を南北に貫く平行岩脈群
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図１　設楽地域の地質概略図。 Kato (1962)を一部修正，簡略化。試料採取地点(TG15)も示す。

（久野, 1976; Hoshi and Yokoyama, 2001;星・中村，

2003)も津具火山岩類に含まれる。一般に設楽火成

複合岩体や大峠火山岩体に比べて津具火山岩類は変質

が微弱であり，このことから沢井(1979)は津具層

（津具火山岩類の噴出岩）を南設亜層群の最上位層に

位置づけた。また，設楽火成複合岩体の火砕岩を切っ

て貫入している岩脈があるため，津具火山岩類の活動

は設楽火成複合岩体と同時期かそれより後と推定され

る（高田, 1987b)。

　津具火山岩類の岩石学的性質は沢井・設楽団体研究

グループ(1985),鈴木ほか(1985),榊原ほか

(1987)などによって明らかにされている。鈴木ほか

(1985)によると，津具火山岩類は主としてかんらん

石玄武岩と両輝石安山岩からなり，他に少量の無斑品

質安山岩，安山岩，ソーダトラカイト，かんらん石ド

レライト，アルカリかんらん石ドレライト，ドレライ

ト，ミュージアライトが見られる。ｲﾋ学組成の上では

A1203量が多く（16～21%),アルカリに富み（Ｎａ２０

＋Ｋ２０＝4･～6%),高アルミナ玄武岩ないしアルカリ
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玄武岩である（鈴木ほか, 1985)。

　津具火山岩類からは次のような全岩K-Ar年代が報

告されている：愛知県豊田市大野瀬町池ヶ平（図１の

範囲外）の玄武岩溶岩から15.0±0.7 Ma (内海ほか，

1990) ;天狗棚（図1）の安山岩溶岩から14.7±0.９

Ｍａ（稲武町教育委員会, 1996) ;折元峠南東の玄武

岩岩脈と田口北東の玄武岩岩脈からそれぞれ14.9±

0.5 Maと16.5±0.9 Ma (Tsunakawa et al.,1983)。

誤差はすべて1である。

　　　　　　　３．試料及び測定方法

　試料を採取したのは愛知県/長野県境の茶臼山（標

高1415 m）を構成する安山岩岩体である。採取地点

を図１と図2に示す。萩太朗山（標高1358 m: 図2）北

斜面のスキー場内に板状節理の発達した積算層厚120

m以上の安山岩溶岩が露出し（!枚の溶岩かどうかは

不明），採取露頭は溶岩岩体の下部に位置する。試料

は斑状両輝石安山岩である。節理に沿って酸化してい

るものの岩石は概ね新鮮である。
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表１　フィッション・トラック年代測定結果
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う
り

1
2
3
4
5
6
7

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

結晶数

　(個)

30

自発核分裂飛跡

　密度　　個数

(106cm-2)

　2.32　　1929

誘発核分裂飛跡

　密度　　個数

(106cm-2)

　2,30　　1920

(104cm-2)

8.903　　4558

測定鉱物：ジルコン

Ｐ（丿）：ズ2値の自由度ｎ-1のZ2分布における上側確率(Galbraith. 1981)

熱中性子線量ガラス:NIST-SRM612

照射場所：立教大学原子炉TRIGA MARKn回転試料棚

ｒ：自発核分裂飛跡密度と誘発核分裂飛跡密度の相関係数

zeta値：ぐEI）1＝352±3（岩野・檀原,1997)

測定方法：外部ディテクター法（内部面:ＥＤ１）

年代
(Ma)

12-

13

1４

15

1６

１

18

図２　試料TG15の採取地点(世界測地系における緯度経度；35°

　　　13' 07" Ｎ, 13ダ39'21" Ｅ)。国土地理院発行25000分の１

　　　地形図｢茶臼山｣を使用。

－－－－

　本研究では，白雲母を誘導ＦＴの検出材とする外部

ディテクター法(Gleadow, 1981)を採用し，ジルコ

ン内部研磨面（4π面）を測定対象とした（ＥＤ１法）。

測定作業の方法と手順はDanhara et al. (1991),岩

野・檀原(1997),岩野ほか（2003）と基本的に同じ

であるため，詳細についてはそれらを参照されたい。

自発ＦＴのエッチングにはＫＯＨとＮａＯＨの等モル共

融液(2271)を用い，エッチング時間は28時間であ

る。年代算出はゼータ較正法(Hurford, 1990a, b)で

行い，ゼータ値は352±3 (1 a)である（岩野・檀

原, 1997)。

　　　　　　　　4.結果及び考察

　測定結果を表１に示す。ジルコン30粒子を測定し

た結果, 15.7±0.6 MaのＦＴ年代が決定された。この
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図３　津具火山岩類の放射年代の比較｡(1)池ヶ平の玄武岩溶岩

　　　(内海ほか, 1990)。(2)天狗棚の安山岩溶岩(稲武町教育委

　　　貝会, 1996)。(3)折元峠南東の玄武岩岩脈(Tsunakawa

　　　et al.,1983)。(4)｡田口北東の玄武岩岩脈(Tsunakawa

　　　et al.,1983)。(5)茶臼山の安山岩溶岩(本研究)。年代誤

　　　差は1(Ｊ。

結果はχ2検定(Galbraith, 1981)に合格しないが，

これは結晶内部におけるＵ分布の不均質さ(Danhara

et al.,1991)が非ポアソン変動要素になっているもの

と推定される。しかし年代への影響を小さく抑えるた

めに十分な粒子数（25粒子以上:Green, 1981;鈴木

ほか, 1988)を測定したため，年代の信頼性は高いと

考えられる。

　津具火山岩類の放射年代を図３にまとめて示した。

今回得られたＦＴ年代は茶臼山の溶岩岩体が16～15

Ma頃に噴出したことを示唆する。津具火山岩類の既

報K-Ar年代も約16～15 Maを示すことから，今回の

ＦＴ年代測定結果と既報Ｋ-Ａｒ年代は概ね調和的である

と言えよう。溶岩に着目すると，池ヶ平，天狗棚，そ

して茶臼山の年代とも誤差範囲で重なる。これはほぽ

同時期（約15 Ma）に噴出岩体群が生じたことを強く
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示唆する。以上より，津具火山岩類の活動年代は約

15Maであると筆者らは結論する。一方，岩脈から報

告されている２つのK-Ar年代は誤差範囲を超えて異

なる。特に，約１５ Ｍａという溶岩の年代も考慮する

と，田口北東の玄武岩岩脈の年代(16.5±0.9 Ma)が

やや古く算出されているように見える。この岩脈の母

岩は北設亜層群門谷層（星ほか，2000）であるため，

母岩年代（前期中新世後期）とは矛盾していない。今

後岩脈の年代を再検討する必要があるだろう。
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